
Crunch time –決断の時シリーズ
Lights Out Finance

未来を見据える経理財務部門の新たな展望
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「Lights Out」が何を意味すると思いますか？

部屋を出る時、

電気を消すことだと思います。

では、「Lights Out Finance 」とは

何を意味すると思いますか？

暗闇ではなく、「新たな展望」を意味します。（これからそれを説明していきます）

まずは簡単な質問から
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暗闇の中で経理財務部門が

業務を行うことですか。
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数年前、経理財務部門は自動化技術がもたら

す可能性に大きな期待を寄せていました。RPAや

人工知能（AI）を利用した、より戦略的かつ

高付加価値の業務が実現できる可能性を見出

だしたからです。その可能性は十分魅力的でした

が、ソリューションは、個々の業務効率化に重点

を置かれ、組織全体の目標に向けたEnd to End

のソリューションではありませんでした。

次世代の大きな進歩として騒がれた自動化

技術は、戦略的に導入すれば、経理財務部門

の再構築ができる技術であったにも関わらず、

技術に対する期待があまりにも低く設定されてい

たため、真価を発揮できなかったかもしれません。

テクノロジーの進歩と同時に、CFOや経理財務部

門の責任者への圧力も増加してきました。追加の

リソースを投下することなく、より多くの取引処理を

実行しながら、より未来志向の戦略的インサイトを

見出すことを求められるようになりました。しかしイン

サイトのために取引の実行を犠牲するわけにはいき

ません。外部環境からの圧力も続いています。地

政学的問題から社会的不安まで、世界的な混乱

が絶え間なく続いていることと同様、人材不足も現

実的な問題です。これらの混乱により、ビジネスサイ

クルが予測不可能なものとなっているため、組織全

体として迅速に方向転換することを余儀なくされて

います。もちろん、経理財務部門はデータ・人材・プ

ロセス・テクノロジーなどの課題が解決されたかどうか

に関わらず、どのような状況でも持続的に発展す

ることが期待されています。

目標の再確認

経理財務部門は、データ・人材・プロセス・テクノロジーなどの課題が解決されたか

どうかに関わらず、どのような状況でも持続的に発展することが期待されています。

92%
CFOの92％は、さらなるテクノロ
ジーと自動化を業務に取り入れ
ることに期待を寄せています1 。
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このような状況の中で、経理財務部門の責任者は、

業務を真に簡素化し、人材の最大限の活用を

図り、組織全体がより上位レベルで連携するかを

真剣に考えるべきです。それらを行いながら期日内

に決算を完了させることに関して懸念を抱いていま

す。プロセスの自動化から自律的な経理財務部門

の運営に切り替える、経理財務部門のバックオフィ

スの「Lights Out」というアイデアがあります。私たち

はこれを「Lights Out Finance 」と呼んでいます。

これは、ダイナミックファイナンスの基本原則で、

経理財務部門に新たな敏捷性と柔軟性をもたら

すことであり、 End to Endで経理財務業務の自律

化を支援する、データ・テクノロジー・プロセス・人材を

結びつける包括的なプラットフォームによって実現され

ます。

「Lights Out」を通じて、財務は新しいビジネスモ

デルに対するガイダンスを提供し、効率性を高め、

計画や予測のためのより予測的な情報を提供し

ます。経理財務機能を追跡・監視、そして真の意

味でのダイナミックケイパビリティに近づけると

同時に、経営・事業にとってより良い支援を提供し、

企業の価値を向上させることができます。

業務別プロセスの自動化から、自律的な経理財務部門の運営に

切り替える、経理財務部門のバックオフィスの「Lights Out」という

アイデアがあります。

おそらくすでに自宅ではなされていることでしょう

スマートホームシステムとどのように対話するかを

考えてみてください。「天気はどう？」と質問する

と素早く答えが返ってきます。スマートホームシス

テムはインタラクティブで使いやすく、多面的で、

必要情報を学習し、生活を便利にする多くの

アプリやデジタルツールと繋がっています。これが

経理財務部門の「Lights Out Finance 」です。

「Lights Out Finance 」は必要な時に、

必要な規模とスピードで機能し、いつでも必要

な個々のツールを変更・調節することができます。
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Lights Outは、様々な業界の組織で実現しており、

経理財務部門責任者たちが自律型の業務プロセス

のポテンシャルを認識し、従業員やビジネスがより多く

のことを実現するために導入されています。

Lights Outによって、ビジネス全体での戦略的な

連携・標準化されたデータの即時提供・ほとんどの

質問への対応を実現し、請求書の支払いや帳簿の

締めなどの取引実行への工数負荷を軽減すること

が可能となります。経理財務部門の「何が起こった

か」という問いに答えるだけでなく、「もしも」の質問に

も答えられるようになります。

これらの組織の責任者たちは、技術に対する期

待を再設定し、自動化技術が戦略的かつEnd 

to Endで展開された場合に、高度な知能と柔軟

性のある経理財務部門の運営を実現する方法

を探しています。

また、Lights Outは「All or Nothing」の考え方では

ありません。組織の戦略的目標や将来のビジョンに

合わせて、企業内部の準備が整った時にケイパビリ

ティを展開する方法を示します。

Lights Outは、経理財務部門の「何が起こったか」という問いに

答えるだけでなく、「もしも」の質問にも答えられるようになります。

44%
インテリジェントオートメーションを採
用した先進企業の44％が、インテ
リジェントオートメーション戦略の一
環として既にEnd to Endオートメー
ションを導入しています2 。
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7

「Lights Out」の具体的
な意味

Lights Outは、炊飯器のように、責任者が設定したのちに
ほとんど注意をしなくてよいような、簡便で信頼性が高く、
人の関与をほとんど必要としない経理財務業務を意味します。
これからその具体的な意味をご説明します。
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データ
リアルタイムに連続したデータで明確に

定義されたEnd to Endのデータ戦略と

構造により、計画と実績を即座に

把握し調整できます

Lights Outの効果：

• 標準化されたデータ基盤

• グローバル化されたマスターデータと定義

• 信頼できる唯一の情報源

（Single source of truth）

テクノロジー
タッチレス取引と自律的なオペレー

ションを可能にするテクノロジーの

組み合わせで、例外時のみ人間

の介入を促します

• 日常的な取引をルールベースで同的

な取り込み、分析、および処理

• AIによって強化された取引中のリアル

タイム情報による意思決定支援

• 適切な措置をタイムリーに可能にする

ための人と機械の協働

プロセス
無駄なく効率的に統制された

組織が、プロセスが合理化・適切に

管理されるべく、標準プロセスの

設計と実行を監督します

• 一貫していて標準化された、反復可

能なポリシーと手順

• 人手の介入と接点の削減

• グローバルプロセスオーナー（GPO）と

センターオブエクセレンス（COE）を通

じて、KPIとコンプライアンスを監視する

ガバナンスモデル

人材
トレンドを把握するだけでなく、潜在

的な影響を説明するなど、数字に

とどまらず組織の将来のストーリーを

語る経理財務部門の人材

• 付加価値を生む戦略的業務に注力

する時間の創出

• 経理財務の技術的スキルと、問題

解決やコミュニケーションなどの

ヒューマンスキルの両方を重視

• 人間と機械がそれぞれ得意分野を

活かして実現できる従業員・エクス

ペリエンスの向上

「Lights Out」の具体的な意味

Lights Outの効果： Lights Outの効果： Lights Outの効果：
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「Lights Out」の必要な要素

「Lights Out」の目的地に関係なく、「Lights Out」を機能させる要素があります。

自動化を支援し、効率と効果を向上させる標準化プロセス インサイトの自動生成やリアルタイムレポートを提供する

高度な分析機能やセルフサービス機能

テクノロジーの重複を、決算サイクルを短縮できる

単一プラットフォームによるクラウド型ERP

必要に応じて迅速に軌道修正や戦略変更を可能にする

標準化されたデータ

人がより付加価値の高い業務に集中するための特定の目

的に特化し自動化したシステム、またはテクノロジー

（認知・機械学習機能など）

従業員、ロボット、アルゴリズムを含むフレキシブルなサービス

提供モデル（人と機械が互いの長所を引き出すため協力すると

考えます）

複雑な取引状況においてRPAや高度なAIを活用し精

度を向上させる自己修正タスク

全体のプロセスチェーンで24時間稼働する、リスク感知を目的とし

た体系的な構成と自動化された制御のフレームワーク

(これらの推進要素なしには、Lights Outは機能しません)

適切な能力の組み合わせにてビジョンを支援する「Lights Out」のロードマップは、取引や同じプロセスを繰り返すのではなく、インサイト、分析および成果に基づき推進する、

進化した経理財務部門につなげることができます。
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テクノロジー要素のより深い洞察

テクノロジー間の結合および相互作用は、Lights Outの実現のための重要な推進要素です。コアERP、ドメイン別のソリューション、ロボティクスおよびインテリジェントオートメーション、自律

型ビジネスプロセスなど、すべてのテクノロジーが連携することで、目標とするビジネス上の成果を達成することができます。

ロボティクス＆インテリジェントオートメーションとビジネスプロセスの自律化の組み合わせ

ロボティクス＆インテリジェントオートメーション ビジネスプロセスの自律化 • 残った反復作業の自動化

• データ品質の向上と取引実行時間の短縮

• 既存のITシステムやインフラを基盤とした、重要なプロセスの自律化
• ルールベースの反復作業を自動化するRPAおよび

コグニティブ

• AIを活用した、取引中のリアルタイム

処理実行

テクノロジーが組み込まれたポータル＆ポイントソリューション

ポータル＆ポイントソリューション データ入力ソリューション

• 機械学習、音声認識、自然言語生成

（NLG）、アナリティクス、ブロックチェーン、

コンピュータービジョンなどのデジタル技術の活用

• プロセス入力として機能する、上流工程との

連携

• 完全かつ最初から適切（first-time right）な

上流工程からのデータや情報

• プラットフォームやポイントソリューションに組み込まれたデジタルテクノロジーの組み合わせによる、

End to Endプロセスの自動化

• 経理財務部門以外の社内外ステークホルダーとのやり取りを自動化することによる、上流工程

の効率化

経理財務部門のコア機能の最新化

クラウド型ERP インメモリコンピューティング ワークフローツールの自動化 • 高速でスケーラブル、かつ強力な経理

財務データソースの構築

• セキュリティ・統制の強化とコスト効率向上

の両立

• 取引処理の高速化と高度な分析能力

の実現

• 完全にスケーラブルなアーキテクチャー

• セキュリティと統制の向上

• 機械学習などの高度な機能の簡単で迅速な導入を

実現

• データ処理・解析の高速化

• レポート機能の向上

• 信頼できる唯一の情報源を提供し、一貫した

データ構造を確保

• 無駄のない効率的なワークフローの構築

• 必要に応じて主要なユーザーに通知・

関与

• ERPが提供する自動化レベルの向上
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明るさの調節

Lights Outはオンかオフかではありません。経理財務部門を、

明るさが調節できる調光スイッチに例えて考えてみてください。

Lights Outは、組織が進むべき適切な手順を踏むことです。

つまり、ビジョンの明確化、目標の設定、それからダイアルで互いに

補完し合う成果の組み合わせを創造することを意味します。

この組み合わせこそが、End to Endまでを見据えた視野を提供し、より良い

結果を生み出し、経理財務部門の俊敏性を創出します。

基盤への投資によって、将来においても変化する事業目標、市場の力学、社

会的不安要素、地政学変化など、様々な課題に対応できる柔軟かつダイナ

ミックなケイパビリティを構築するための舞台を準備できます。

どのような状況においても、ダイアルを調節することで、組織固有の課題に対応

し、独自の目標を設定することができます。
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主要機能の「パワーアップ」

主要素 着手 進行 Lights Out

標準化されたプロセス

単一プラットフォームによるクラウド型ERP

目的に応じた自動化技術

自己修正

高度な分析とセルフサービスのケイパビリティ

標準化されたデータ

フレキシブルなサービスデリバリーモデル

体系化した自動化コントロールのフレームワーク

主要素を「パワーアップ」することで、経理財務業務全体の効率化が可能となります
（どこまでパワーアップするかはその組織に委ねられます）。ダイナミック・ファイナンスの
世界では、Lights Outは不可欠な要素です。そして機械が正常に動作しない場合に
は、適切なシグナルを発信する人間によるガードレールやデジタル監視で適切なサインを
送ることも重要です。人間と機械の適切な組み合わせが、経理財務部門のLights 
Outを実現可能とします。

12

要素の成熟度の凡例

基礎 中級 上級

02

03

04

05

06

01

07

08

09



なぜ「Lights Out」する必要があるか

Lights Outは、現在と未来に
向けて、経理財務部門が
スチュワード/オペレーターから
カタリスト/ストラテジストになる
までの道のりを加速させること
ができます。従業員が多くの
時間を費やさなければならない
単純作業は過去のものであり、
コストが高く、生産性が低いか
らです。Lights Outを実行する
ことで、経理財務部門は真の
意味でのデジタル化、ビジネス
要件に合わせた拡張・縮小、
コスト削減など、より多くのこと
をより良く行うことができます。

Lights Outのメリットを以下にご紹介します。

• AIや予測分析などのテクノロジーを活用した、

キャッシュフロー、貸借対照表、損益計算書

などのインサイトの生成と分析

• 事業部門が一体的かつ迅速に活動できるように

するクリーンデータとデータ標準化

（AIによる自動データクレンジングが実現しており、

進捗に合わせたデータクレンジングができます）

• 組織全体の標準化と問題解決に向けた

積極的なアプローチを可能にする、

シナリオベースのプランニングと意思決定

• 人材戦略やテクノロジー戦略、

そして収益性にも貢献するコスト削減

• 未開拓の才能を活用することで、

より多くの業務ができるヒューマンリソース

• 先見的な分析とストーリーテリングに

よってビジネスに価値を提供できる、

より積極的な経理財務担当者

• 変化や新たなビジネスニーズに沿った

柔軟かつ効率的な経理財務運用モデル

• 拡張性を備えた長期的なデジタル化
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「Lights Out」がもたらす影響

一部の企業にとって、Lights Outは単なるアイデアではありません。

適切な手順書と目標を慎重に考慮することで、様々な業界の経理財務組織はLights Outの

概念を取り入れ、目標を処理の改善から効果獲得、連携が不十分でサイロ化されている状態

から戦略的で効率化された状態へと移行しています。End to Endでのプロセス自動化を目標に

した先進的な戦略により、これらの組織は実現可能な戦略的企業体制を探索し、

それを実現しようとしています。

挑戦は困難に見えるかもしれませんが、Lights Outがあなたとあなたの経理財務部門に

もたらす可能性を想像してみてください。

想像しにくいかもしれませんが、問題ありません。Lights Outの具体的な例をご説明します。

想像してみましょう
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想像してみましょう

新車購入における新たなプロセス

欲しいと思っていた車に試乗したあなたは、ウェブサイト上で自動車メーカーが提供する

あらゆる機能(ホイール、サウンドシステム、ドライバーレス機能、レザーシートなど) を

カスタマイズしています。デポジットを支払い決済手続きを済ませると、その車のリストに

登録されたことを知らせる確認メールが届きますが、その後すぐに、部品が入手できないため

納期が遅れるとのメールが届きます。

製造の遅延にはイライラするかもしれませんが、自動車メーカーの経理財務部門が

Lights Outしたことで、消費者であるあなたはこの注文プロセス全体の流れがスムーズだと

感じました（新車の最新状況も共有されました）。

経理財務部門で何が実現可能かを以下でご紹介します。
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2億6千万ドル

現実世界での影響

あるクライアントは、タッチレスな調達から

支払いまで（P2P）のプロセスを導入する

ことで、改善された発注プロセスを実し、

効果的かつ効率的な請求書処理を実現

しました。手作業による請求書入力が

なくなったことで、2億6千万ドルの運転資本

利益を得ることができました。

調達から支払いまで（P2P）

タッチレス技術は、当日の注文を集計し、必要部品の詳細なリストを提供します。

バッテリーの数、リムの種類、スピーカーの部品など、必要すべての要素が含まれています。

メーカーは必要なものを正確に把握したことで、プロセスを自動化しました。

• 顧客に最新の納期を伝えるとともに、

車が製造工程のどの段階にあるかを

リアルタイムで可視化

• システムに内蔵された全て項目を

確認完了後、発注書を自動作成

• ベンダーポータルから送信された請求書

に対し、「No PO, no pay（発注書なし

の支払いの禁止）」や

重複請求などの自動確認完了後、

自動的に決済を完了
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• 在庫と部品の調達状況を確認し、

部品の納期に関する最新情報を

ベンダーから受領

• 必要な部品を迅速に調達して、

消費者のニーズに応える場合の

マージン低下の可能性と、代替調達

オプションで受注処理を迅速化するた

めの手段を検討（経理財務部門は、

ここで下記2つの選択肢を比較検討し

戦略的意思決定を行うことに集中す

ることができます）

✓ 調達を迅速化した場合の

マージンへの影響

✓ 納車が遅れた場合の

顧客への影響

想像してみましょう
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90%以上

受注から入金まで（O2C）

消費者にとって、関連するすべての財務上の障壁が自動化され、購入および融資プロセス

が迅速化されました。これにより、経理財務部門では、従業員がより高度な作業に集中

することができ、テクノロジーでは対応できない、調達に関する問題の解決などが可能となり

ました。Lights OutがO2Cプロセスにどのように影響するかを以下でご紹介します。

• 高度な（一部）支払転記アルゴリズ

ムと機械学習（ML）機能が組み込

まれた自動化技術と入金消込ソリュー

ションを利用し、手付金の受け取りから

高い自動マッチング率でERPシステムへ

の自動転記を実現

• 受注処理依頼の作成をトリガーとした

下流製造プロセスを始動

• 与信管理プロセスをロボティックおよび

コグニティブ・オートメーション、ダイナミック

ワークフロー、データ分析、リアルタイム

トリガーを利用して実行し、信用リスクを

評価

• 自動車メーカーの消費者金融サービスを

介して手付金を受け取り、メーカーの

B2Cポータルを金融サービスのシステムに

接続し、機械学習とコグニティブ・オート

メーションを利用して請求の異常を検知

し、必要に応じた積極的な介入を実施
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現実世界での影響

あるクライアントは、支払い業務の約40％が

売掛金担当者の手作業を必要としていました

が、機械学習（ML）を導入し入金消込

プロセスを自動化し、請求書と支払いの

マッチング率を平均90％以上に向上させました。

想像してみましょう
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94%
あるクライアントは、報告書作成に自然

言語生成（NLG）を導入することで、

手作業でエラーが生じやすい反復的な報告

書作成に費やされていた時間を94%削減

しました。これにより、月次報告の作成に

費やされる時間が大幅に短縮され、

その時間をビジネスのパートナシップ強化や新

たな価値創造に再注力することができました。
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記録から報告まで（R2R）

記録から報告までのプロセスは、顧客との直接的な関係はありませんが、顧客にとっての

注文、調達部門にとっての在庫管理と同じくらい、経理財務部門にとって重要なプロセス

です。ライフサイクル全体で正確な勘定科目と金額を自動的に計上することができれば、

バックエンドの会計処理の手間が減るだけでなく、

月次・四半期の締め切りを早め、将来を見据えた報告が可能になります。

• 自動化した仕訳は、顧客への売上と棚

卸資産の購入を反映し、取引の収益と

費用を適時かつ正確に計上

• 勘定照合を自動化、定期実行し、

例外のみ検証

• 期末の未計上費用は予測分析により

予測し、割り当ては自動計算し、

締切プロセスを迅速化

• 継続的なプロセス分析により、タイムリー

に決算へ影響を及ぼす異常（残高

不足、異常な差異など）を特定

• 利益率、製品コスト、収益予測、

その他の分析に関するリアルタイムな

報告書作成の自動化により、

社内外向けの報告書作成を支援

現実世界での影響

想像してみましょう
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「Lights Out」の始まり

Lights Outが小さなステップと

段階的な変化の積み重ね

からなるように、経理財務部

門のLights Outも、

地道な作業から始まります。

優れた手順書は、まず、「現在

の状況と将来の目標」について

の質問から始まります。

Lights Outを検討する際に、以下の質問についても検討してみてください。

•最も重要なのは、具体的に何を実現したいのか、
どのような効果を期待しているのか

•プロセスをどの程度タッチレス化したいのか、
またその理由は何か

•データの準備ができているか（均質で合理化され

たクリーンデータかどうか、データが準備できていなくて

も心配する必要はありません。タッチレス化のための

データクレンジングを行えば、データに関する問題を

解決することが可能です。それは課題ではあっても、

障害ではありません）

•組織の標準化プロセスや一貫性を保つための

アプローチに自信があるか、それともこれらにも注意

が必要か

•人材面でどの程度の変化が必要か、適切な
スキルを持った適切な人材が確保できているか

•組織はチェンジマネジメントにどの程度長けてい

るか（ヒント：従業員は、仕事が奪われる訳

ではないことを理解する必要があります）

•

•経理財務部門がこの取り組みに着手するため

には何が必要か。その理由は何か

•経理財務部門にとって最も重要な戦略的

目標は何か（大きく考えて、小さなことから

一緒に始めましょう）
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どの程度高度なテクノロジーを求めているのか
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決断の時

将来に向けて構築された経理財務部門は、

ダイナミックで、リスクを感知し、いかなる混乱にも対

応する能力を持っています。

ここ数年、経理財務部門が迅速に方向転換し、瞬

時に反応してダイナミックに企業を支援することがい

かに重要であるかが明らかになりました。その鍵とな

るのは、自動化したプロセスやより深く、より戦略的

な方法でパートナーシップを結ぶことを可能にするテク

ノロジーの活用であり、バックオフィスのリソースやコス

トを追加することなく実現できます。

「Lights Out」することは、経理財務部門の責任者

が、ビジネスパートナーとしての能力を向上させながら、

将来を見据えた経理財務部門を構築することを

意味します。これは、処理から成果の機能への転換、

単純なプロセスから経理財務部門にしかない知見の

提供や分析への移行を意味します。統合型ERP、リ

アルタイムのデータ可用性、そして経理財務部門担

当者としての次世代の役割とスキルを備えるとともに、

組織の未来について語る手助けもできる、サイロ化か

ら脱却した経理財務部門を想像してみてください。

適切な手順と進め方を理解すれば、

経理財務部門にはこれらの全てを実現することが

できるのです。それがLights Out Finance であり、

経理財務部門が迎える新たな局面なのです。

将来に向けて構築された経理財務部門は、ダイナミックで、リスク

を感知し、いかなる混乱にも対応する能力を持っています。
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